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Ⅰ 緒論
臨地実習は学内での講義や演習で身に着けた知識や技
術を臨床現場で統合し実践する重要な場である。見藤は
看護および看護教育にとって，認識事実の元に具体的現
象を，感覚，記憶，イメージ等を動員して認識できてい
ない事実へと分け入って行く実践のプロセスが大切であ
ると述べ，実習での学びの重要性を強調している 1）。その
ためには，教師は，今，悩んでいる学生の心を受け入れ
る必要があると述べている。また，藤岡らは臨地実習の
現状と問題について，効果的な実習を考えるときに浮上
してくるのは，看護教員および実習指導者の質の問題，
学生の資質の変化，実習場としての教育的環境の問題，
教員と臨床の連携などを挙げ，なかでも「指導者の育成」
は大きな課題であると指摘している 2）。また，藤岡らは実
習での学びの広がりは大きく，小さなことであっても成
功体験を持つことができれば，学生は次の課題に挑戦で
きると述べており，悩んでいる学生が看護実習の中で看
護に対する前向きなイメージを持ち，看護観を深めるこ
とができるよう導く役割が教師に求められることを報告
している 3）。
授業としての看護学実習について，杉森らは，学習活
動の主体者としての‘学生’，教授活動の主体者である‘教
員’，「患者の提示する現象」，「看護師の看護実践」など
‘教材’という 3 要件により成立することを示した 4）。教員
は，学生が看護学実習において遭遇する多様な現象の中
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から，実習目的・目標達成に向けて効果的な現象を選択
し，再構成するという‘看護現象を教材化する能力’が必
要であると述べている。教員は学生がどのようなことに
困難を要しているのか把握し，学生の実習状況を個々で
判断し，適切な時期に適切な教材を提供することが重要
となる。三枝は臨地実習での教員と学生の関係性は学習
効果に大きな影響を与え，実習中に困難を感じた時に教員
がその学生を理解し適切に対応できることは，その学生
の学習に影響することは明らかであると述べている 5）。
以上のことから，看護基礎教育の中での臨地実習の位
置づけは重要である。また実習における教員の役割は大
きく，その資質は学生個々の実習目的達成に影響する。
特に実習期間の長い成人看護学実習では，治療に関わる
知識技術の習得も複雑であり，患者との関係性など，実
習を進めるうえでの困難な要素が多いと考える。
今回，成人看護学実習において看護学生の抱える困難
に関する課題と教員の役割についての示唆を得ることを
目的に，過去５年間の国内の先行研究を概観した。
Ⅱ 用語の定義
学習困難：学生が実習という学習で難しかったり，悩
んだりして実習目標達成にゆきづまっている状態 5）。
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本研究は過去５年間の国内の先行研究を概観し，成人看護学実習において看護学生の抱える困難に関する
課題についての示唆を得ることが目的である。看護学生の成人看護学実習時の困難について，文献検索を行
ったところ，9件の対象文献を抽出した。看護学生は，患者とのコミュニケーションや学生自身の発達課題と
異なる患者に対する理解に困難を感じていることがわかった。また，患者の在院日数の短縮などにより，患
者情報から看護展開を行い，看護援助に結び付ける一連の流れに困難さがみられることが明らかとなった。
今後，具体的な実習場面で指導教員としての指導方法を個別に振り返り，指導力の強化を行う必要性が示唆
された。
（キーワード）成人看護学実習，看護学生，困難
Ⅲ 方法
看護学生の成人看護学実習時の困難について，医学中
央雑誌（以下：医中誌）を用いて 2009 年～2014 年の国内の
文献検索を行った。検索日時は 2014 年 7 月 18 日である。
検索ワードとして，「看護学生」「困難」の 2 語に「成人看
護学実習」「急性期看護学実習」「慢性期看護学実習」の検
索キーワードをすべて組み合わせて合計 3 通りを原著お
よび看護文献を対象に検索した。それぞれ「看護学生」
「困難」「成人看護学実習」で 11 件，「看護学生」「困難」
「急性期看護学実習」で 2 件，「看護学生」「困難」「慢性期
看護学実習」では該当の文献はなく，計 13 件を収集した。
そのうち，成人看護学実習での看護学生の困難が結果や
考察で記述されている文献のみを対象とした。その結果
該当した 9 件を対象とし 6）～14），研究目的，デザイン，対
象，データ収集方法，結果について検討した。
Ⅳ 結果
１．成人看護学実習における学習困難に関する研究の概
要
対象となった文献を表１に示した。患者とのコミュニ
ケーションの場面に関する困難についての文献が 2 件 6,7），
ひとつの疾患からの学びについての文献が 1 件 8），患者と
の関わりを振り返り，反省的実践を行ったものが１件 9），
実習前後の不安，看護過程展開およびコンピテンシーの
自己評価を得たものが 1 件 10），2001 年から 10 年間の 20
の論文から成人看護学実習における看護学生の抱える困
難感を分析した研究が１件 11）であった。実習終了後の看
護過程に対する困難と学びについて 1 件 12），急性期看護
学実習後の目標達成度別レポートの内容の比較をしたも
のが 1 件 13），成人急性期看護学実習において電子カルテ
を活用し実習状況把握を行ったものが 1 件 14）であった。研
究デザインは質的研究が 5 件，量的研究が 4 件であった。
ま た 9 件 の 論 文 す べ て に お い て ， 後 ろ 向 き 研 究
（retrospective study）であった。
看護学生，成人看護学実習，慢性期看護学実習に関し
て定義づけされているものはなかったが，急性期看護学
実習について研究対象の大学での内容を記した文献 13），困
難感についての定義付けがされている文献 11）があった。対
象は成人看護学実習 Ⅱや成人看護学実習を終えた学生（看
護学科３年生，看護専門学校生）であった。対象者数は，
量的研究が平均 144 名（75～234 名）で，質的研究は論文か
ら内容分析した 1 文献 11）を除き，平均 44 名（5～82 名），
対象者はすべて便宜的サンプリングであった。
データ収集方法は，研究論文内容の分析，半構成的面
接，質問紙の使用などであった。
２．成人看護学実習における学習困難に関する研究内容
9 つの研究は，1）患者とのコミュニケーション，2）患者
理解，3）実習方法の 3 つに分類された。学生の困難につ
いて先行研究から得られた課題を学生と患者との関係性
において，図 1 のようにまとめた。
１）患者とのコミュニケーション
患者とのコミュニケーションに関する困難は 2 つの文
献が該当した。阿部は看護系大学の３年次生と成人看護
学実習時に患者とのコミュニケーション困難場面が多い
ことを明らかにし，また，「困難度」と「読解，問題解決，
感情」との関連があったことを明らかにした 6）。
伊藤ら 7）は，対人コミュニケーションに関連した恐怖あ
るいは不安であるという，McCroskey のコミュニケーシ
ョン懸念を用い，成人看護学実習における患者との対話
場面において看護学生は終末期ケアを行う際に「困難性コ
ミュニケーション懸念」が最も高くなり，回復期ケアでは
「コミュニケーション・スキル」の獲得が「コミュニケーシ
ョン懸念」の低減に影響していることを明らかにした。ま
た，終末期ケアを行った学生は，「感情と認知への応答の
コミュニケーション・スキル」の獲得が「困難性コミュニ
ケーション懸念」の低減に影響していたことを明らかにし
た 7）。
２）患者理解
患者に理解に関する困難は 2 つの文献が該当した。後
藤らは咽頭全摘出術を受け失声となった患者を受けもっ
た看護学生の学びの様相について『失声患者を受持つため
の準備』『ボディーイメージの変化，機能喪失の受容に関
する学び』『意思疎通の難しさと大切さを実感しての学
び』『生活の再構築に向けた関わりからの学び』『看護す
る喜びを通しての学び』の５つのコアカテゴリを明らかに
した 8）。
鰺坂らは成人看護学実習において患者との関わりに困
惑した看護学生は，実践の最中の反省の様相として【患者
の反応や遭遇した状況において生じた感情】などの 7 カテ
ゴリを抽出し，実践後は【患者理解の困難さや援助に対す
る困惑，後悔の継続】など 3 カテゴリを抽出した。実習後
の振り返りにおいても困難さを継続していることが明ら
かになっている 9）。
３）実習内容
実習内容に関する困難は 5 件の文献が該当した。中澤
らは，学生は実習前よりも実習後に不安や実習中の記録
物への負担を感じ出ており，対象の理解が不足している
ために看護計画の立案に困難さを感じていることを明ら
かにした 10）。また実習を通して誠実さや批判的能力，言
語的能力，自分とは異なる考えを理解し受容する力量，
リーダーシップ，書き言葉によるコミュニケーションを
獲得する必要があることに気づいていることを明らかに
した。
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表1　対象文献の概要
千田らは，成人看護学実習における看護学生の抱える
困難感に関する研究論文内容を分析し，学生が患者・実
習指導者との関係性の構築，臨地実習に特徴的な学習方
法であるカンファレンスや自己の知識を統合する看護過
程の展開，看護援助の実施に困難感を感じていることを
示唆した。特に，学生が看護援助を実施する際に，どこ
まで看護援助を行ったらよいのか，また行った援助の意
義に対して困難感を抱いていることを示した 11）。
池田は成人看護学実習 II 終了後のアンケート結果から
看護過程に対する困難と学びを明らかにした 12）。その結
果，看護過程への取り組みにおいて学生は，【情報収集は
できた】が【情報の整理・分析が困難】で，【優先順位に迷
った】ことが分かった。その一方で学生は，【看護過程と
看護技術の活用】により【対象理解ができた，分かった】体
験から，知識と技術を融合し問題解決能力を養うことの
重要性を理解していることを示した。
二村らは急性期看護学実習における学生の学びを目標
到達度別レポート内容の比較から明らかにした。目標到
達度が高い学生群では，急性期看護の体験で得た学びを
看護展開に反映させ，主体的に看護を実践でき，一方到
達度が低い学生群の学びは「体験・実感からの学び」で留
まり，視点が患者よりも自分自身に向くため，患者理解
が浅く，看護実践につなげることに困難を感じていたこ
とを明らかにした 13）。
高橋らは電子カルテシステムを活用した成人急性期看
護学実習における学生の受け持ち患者数，術前・術後の
受け持ち日数の状況と実習評価について分析し，学生が
受け持つ患者数が年々増加していることから，病院にお
ける電子カルテの導入，クリニカルパスの電子化に伴う
在院日数の短縮による傾向であることが分かり，術前の
受け持ち日数の短さからも援助の実践に困難を感じてい
ることを示唆した 14）。
Ⅴ 考察
患者とのコミュニケーションの困難では 2 つの先行研
究より，成人看護学実習では患者とのコミュニケーショ
ン，特に終末期に困難場面が多いことが明らかとなった。
またコミュニケーションの困難度は読解，問題解決，感
情と認知への応用など患者理解を行う際に高まることが
示された。学生は患者とのコミュニケーションをはじめ
臨床指導者などあらゆる場面でコミュニケーション能力
が求められる。教員は学生―患者，学生―臨床指導者な
どの橋渡し役として，学生各々のコミュニケーション能
力を把握し，学生目線で寄り添いサポートを行う必要が
ある。
患者理解の困難では先行研究により患者理解として疾
病の理解から患者自身の心理，看護学生としての姿勢等
について考える機会を持つ際に困難を抱くことが示され
た。杉森らは，看護基礎教育課程の看護学生は，自分と
は発達段階の異なる人々を理解し，これまで経験したこ
とのない人間の生病老死にかかわる問題に直面し，自分
の手でその人の生活に深くかかわる側面に対し援助する
という学習課題を持つ。看護学実習における学習課題は
青年期の学生の発達課題と矛盾した内容を持ち，学生に
とって，避けることのできない困難を伴う授業となると
述べている 4）。このことから患者理解について，自己と異
なる発達段階の過程をたどっている患者の理解につなげ，
臨床指導者による看護に必要な視点の指導を適切に受け
られるように，教員が導く必要がある。
実習内容の困難では先行研究において患者の在院日数
が短縮される中で，看護学生は対象患者の情報を基に看
護展開し，看護実践を行うことに困難を持ち，さらに
日々急速に変化する患者情報を記録物に残していくこと
に困難を抱いていることを明らかにしていた。患者の状
況を把握し，適切な看護を行うには必要な情報は何かを
その場その場で問題解決し，看護過程の展開がイメージ
しやすいように指導を行う必要がある。
以上により教員は学生が抱える困難である，患者との
コミュニケーション・患者理解・実習方法において患者
や臨床指導者との関係性を構築するために，実習指導教
員はのファシリテーターとなり，実習中の看護学生の困
難に対するサポート体制を学生に周知するための役割を
果たす必要がある。　
今後の課題として，具体的な実習場面において学生の
直面する困難を把握，分析すると同時に，指導教員とし
ての課題が見つかった。
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Research Trend on Nursing Students’ Learning Difficulty in Adult Nursing Practice 
-From preceding documents for the past 5 years-
Hitomi FUKUMOTO
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Summary
The purpose of this study was to survey Japanese preceding studies in the past 5 years to clarify the difficulties that nursing students
faced in adult nursing practice and to obtain some suggestions about teacher’s role. As a result of the document retrieval, nine
documents were extracted. Nursing students had difficulty communicating with patients and understanding the patients’ development
task different from the students’. They also had difficulty in the process from patient’s information to nursing care. This study
suggested that the teachers of nursig care should review their teaching methods on each clinical nursing practice scene and enhance
their teaching ability.
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